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今、地域社会に求められるものは、

『 地域福祉 』 『 住民主体の地域づくり 』です！

『『ききっっとと誰誰かかがが何何ととかかししててくくれれるるだだろろうう……』』ででははあありりまませせんん！！
行行政政やや社社協協、、地地区区のの一一部部のの役役員員だだけけにに ““おおままかかせせ”” のの時時代代はは終終わわりりままししたた。。

一一人人ひひととりりがが生生ききががいいやや役役割割ををももちち、、『『助助けけああいいななががらら暮暮ららししてて
いいくく時時代代』』がが到到来来ししままししたた。。

◆◆ 住住民民一一人人ひひととりりのの住住みみ慣慣れれたた場場所所ででのの““いいききいいきき””ととししたた生生活活がが、、地地域域福福祉祉のの原原点点でですす。。

◆◆ 住住民民一一人人ひひととりりのの自自立立ししたた生生活活をを考考ええるる時時、、今今のの時時代代ににおおいいててはは、、住住民民もも含含めめたた
地地域域社社会会全全体体ででのの支支ええああいいのの活活動動ななくくししてて、、そそれれをを考考ええるるここととははででききまませせんん。。

◆◆ だだかかららここそそ地地域域住住民民自自ららがが自自分分たたちちででででききるるここととはは、、積積極極的的にに動動いいてていいくく、、
福福祉祉のの地地域域（（ココミミュュニニテティィ））づづくくりり がが求求めめらられれてていいるるののでですす。。

はじめに

１

⇒⇒ 地地域域共共生生社社会会
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自自分分たたちちのの住住むむ地地域域をを知知るるここととがが、、今今後後まますすまますす難難ししくくななっってていいるる状状況況のの中中でで、、
子子どどももかからら高高齢齢者者ままでで、、生生活活のの中中かからら生生ままれれてていいるる問問題題ははふふくくららむむばばかかりり・・・・・・。。

◇◇ 背背景景 ◇◇
①①少少子子高高齢齢化化
⇒⇒合合計計特特殊殊出出生生率率（（総総社社市市 11..6666％％：：岡岡山山県県 11..4477％％：：全全国国平平均均11..3366％％））
⇒⇒地地域域活活動動をを支支ええるる世世代代のの減減少少
⇒⇒高高齢齢化化率率（（総総社社市市 2288..11％％：： 岡岡山山県県 3300..55％％））⇒⇒ 孤孤立立・・認認知知症症へへのの不不安安

⇒⇒公公的的援援助助（（施施設設・・在在宅宅ササーービビスス））だだけけでではは十十分分対対応応ででききなないい……

⇒⇒家家庭庭ににおおけけるる福福祉祉力力のの崩崩壊壊（（家家族族介介護護のの限限度度））

②②人人間間関関係係のの希希薄薄化化
⇒⇒個個人人ののラライイフフススタタイイルルやや価価値値観観のの多多様様化化
⇒⇒ひひととりり暮暮ららししのの高高齢齢者者世世帯帯のの増増加加やや核核家家族族化化のの進進行行

③③問問題題・・課課題題のの複複雑雑・・深深刻刻化化
⇒⇒不不登登校校かかららひひききここももりりととななりり88005500問問題題にに直直面面
⇒⇒ごごみみ屋屋敷敷がが原原因因でで地地域域かからら孤孤立立

地域は、日々変化しています！

地域の現状

＊＊合合計計特特殊殊出出生生率率 （（RR11  現現在在））
＊＊高高齢齢化化率率 （（RR22．．1100月月現現在在））

２

支支ええるる側側とと支支ええらられれるる側側にに分分かかれれるるののででははななくく、、
地地域域ののああららゆゆるる住住民民がが役役割割をを持持ちち、、支支ええああっってていいくく必必要要ががあありりまますす！！2



①意意識識の壁
・誰にも迷惑をかけたくない。ふうが悪い。

・自分には関係ない。

認知症・虐待・孤立・生活困窮

ひきこもり ・・子子育育てて・・88005500問問題題ををははじじめめ・・・・・・

住み慣れた地域で暮らし続けたい・・・

３

地域に潜む３つの壁

今！地域での問題・課題の中には

みみんんななのの力力でで３３つつのの壁壁をを打打ちち破破りり、、地地域域をを元元気気ににししてて安安心心ししてて
豊豊かかにに暮暮ららせせるる地地域域づづくくりりがが求求めめらられれてていいまますす！！

②情情報報 の壁
・様々な情報が必要な方に届いていない。

・情情報報をを知知ららなないいとといいううここととをを知知ららなないい。。

③制制度度・・ササーービビスス の壁
・サービスが足りない。内容が不十分。
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「地域住民」 と 「行政」 と
「サービス関係機関」が一緒になって
支えていける仕組みが必要です！

『『誰誰ももがが安安心心ししてていいききいいききとと豊豊かかにに暮暮ららせせるる地地域域づづくくりり』』のの実実現現

①①安安心心ししててひひととりり暮暮ららししががででききるる地地域域
②②障障ががいいののああるる方方もも安安心心ししてて暮暮ららせせるる地地域域

③③安安心心ししてて子子育育ててののででききるる地地域域

地域福祉を支える５つの力

互互助助力力

・・福福祉祉委委員員
・・民民生生委委員員・・児児童童委委員員
・・地地区区社社協協

・・小小地地域域ケケアア会会議議

自自助助力力

豊かな生活の実現

 

４

住民の主体的な福祉活動

・・医医療療･･保保健健･･福福祉祉専専門門職職

・・介介護護保保険険ササーービビススななどど

共共助助力力 公公助助力力

支支ええがが必必要要なな人人

そそのの家家族族

自分のことを自分で行う力
（健康管理・介護予防）

・・市市町町村村行行政政

人権擁護・虐待対応
社会保障制度

・・
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福祉委員とは？

◇選出について

◇任期について

◇資格について

５

◇福祉委員の数

令令和和２２年年度度はは５５９９２２名名のの福福祉祉委委員員がが
地地域域でで活活躍躍ししてていいまますす。。

令和２年度では、
福祉委員の約８割が女性、２割が男性でした。

福祉委員に年齢制限はありません。
幅広い世代の方々に活動いただきたいです。

327

495 525 557 558 573 582 591 592

0

100

200

300

400

500

600

700

H17年 H19年 H21年 H23年 H25年 H27年 H29年 R1年 R2年

5



小地域福祉ネットワーク活動小地域福祉ネットワーク活動

①地域のアンテナ役

④福祉意識の啓発役

地地域域のの
「「ちちょょっっととししたた変変化化」」 にに気気づづいいてて
いいたただだけけれればば十十分分でですす！！

福祉委員の活動（役割編）

日常的な生活の中での
見守り・声かけ
問題の発見
簡単な援助
民生委員・児童委員、社協、
地域包括支援センターへの連絡
秘密の保持

②福祉活動の協力役

ふれあいサロン活動への参画
地区社協活動への参画
小地域ケア会議への参画
社協会費への協力
福祉のまちづくり座談会・
研修会への参加

③福祉情報の連絡役

福祉の行事や制度・サービスの情報伝達
・介護保険制度

福祉情報の伝達
・社協だより

福祉のまちづくり
ノーマライゼーション
バリアフリー
福祉活動への参加呼びかけ

６
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学学校校でではは元元気気ななＢＢ君君もも、、地地域域でではは一一人人ぼぼっっちち・・・・・・

その他、福祉の援助が必要な方は
いませんか？

地地域域でで気気ににななるるこことと！！
問問題題をを発発見見ししたたらら！！

できることから第一歩・・・

日日常常生生活活のの中中ででのの地地域域ににああるる

““ちちょょっっととししたた変変化化”” をを
気気ににししてていいたただだけけれればば十十分分でですす！！

例例ええばば・・・・・・

地域で、このような方見かけませんか・・・？

福祉委員活動の第一歩！

１０

精精神神障障ががいいにに対対すするる理理解解ががなないいたためめにに、、
関関わわりりをを避避けけらられれるる．．．．．．

近近所所ののここととなならら何何ででももわわかかるるとと思思っってていいたた集集落落でで。。
死死後後数数日日たたっってて発発見見・・・・・・

福祉委員の相談先は？（H２６年福祉委員アンケートより）

１１、、民民生生委委員員・・児児童童委委員員 ２２５５％％
２２、、自自分分以以外外のの福福祉祉委委員員 １１６６％％
３３、、市市社社会会福福祉祉協協議議会会 １１４４％％
４、地域包括支援センター １３％
５、町内会長 ８％ （「相談していない」は、４％）

★★民民生生委委員員・・児児童童委委員員やや社社協協ななどど

関関係係機機関関へへつつななげげててくくだだささいい。。

業業者者のの強強引引なな勧勧誘誘やや夜夜間間のの訪訪問問ななどどをを断断りりききれれずずにに
商商品品をを買買わわさされれてて困困っってていいるる・・・・・・

家家のの中中でで動動けけななくくななっってていいるる可可能能性性もも。。
何何かか気気ががかかりり・・・・・・
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笑顔から始まる福祉活動！

活動のポイント

①生活のリズムの中で！

“ 定期的に 継続的に”
活動の第一歩は日常的な見守りです。

地域で生活をする中で、無理をせず、できること
から始めてください。

②チームワーク・パートナーシップで！

“ 民生委員・児童委員や
社協、関係機関は仲間です！”

活動中での問題・課題については、ひとりで解
決しようとして抱え込まないでください。
必ず、民生委員・児童委員、社協、行政など関

係機関と連携して問題解決に努めましょう。
連携に必要な「「ほほううれれんんそそうう」」を実行してみて

ください。

「ほう」=報報告告 「れん」=連連絡絡 「そう」=相相談談

③地域の社会資源を
把握しておきましょう！

地域にある施設、公共機関、人やサービスな
どいざというときにどうすればよいかを考える
材料になります。

“ふれあいサロンも大きな資源です”
地域で開催されているふれあいサロンへ参加し
てみてください。

（地域活動の様子を把握）

④秘密は守りましょう！

“福祉委員も地域住民のひとりです”
活動中に知り得た個人の情報などの秘密を守り

ましょう。

⑤相手の気持ちになって！

⑥聞き上手になりましょう！

１１ 11



プライバシーを守りましょう！

““ 福福祉祉委委員員ももそそのの地地域域にに住住むむ住住民民ののひひととりりでですす！！””
““ 相相互互のの信信頼頼はは見見守守りり・・声声かかけけ活活動動のの第第一一歩歩でですす！！””

訪問活動（見守り・声かけ）では、どうしても家庭内のプライバシーにふれることになります。

その中には他人に知られたくないこともあり、本人の意思に反して外に漏れると信頼関係が壊れ、ネッ
トワーク活動自体が根本から崩れてしまいます。しかし、必要以上にプライバシーにとらわれると活動自
体が取り組めません。
訪問活動によって知り得た情報については、相手が困っている問題を解決することのみに活用し、それ

以外は口外しないでください。当事者からの個人情報は、信頼関係の上に成り立っていることを忘れずに
お互いのプライバシーの尊重に努めましょう。

ひひととりりでで
抱抱ええ込込ままなないい！！

※ ププラライイババシシーーのの保保護護にに関関すするる原原則則をを守守るるここととはは当当然然でですすがが、、明明ららかかににそそのの人人のの生生命命やや身身体体のの安安全全
がが損損ななわわれれるるよよううなな緊緊急急事事態態発発生生ののとときき、、ああるるいいはは客客観観的的ににそそのの恐恐れれががああるるとと判判断断さされれたたととききはは、、
生生命命やや身身体体のの安安全全をを守守るるここととがが優優先先さされれまますす。。

活活動動のの中中でで考考ええらられれるるププラライイババシシーーのの具具体体例例

年年収収、、資資産産、、納納税税額額ななどどのの財財産産関関係係

家家族族やや親親族族等等のの家家庭庭内内生生活活のの状状況況

政政党党やや宗宗教教等等のの主主義義・・主主張張

病病歴歴やや障障ががいい等等のの状状況況

認認知知症症のの症症状状やや介介護護保保険険のの認認定定状状況況

学学歴歴、、職職歴歴

生生活活保保護護等等のの受受給給歴歴

結結婚婚、、離離婚婚歴歴

刑刑法法、、民民法法ななどど法法のの違違反反歴歴

出出生生地地 ななどど

プライバシーの保護

１２12
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社会福祉協議会とは、社会福祉法人格をもった民間の福祉推進団体です。

地域において住民が主体となる住民組織と公私の社会福祉に関する活動を行う関係

者等により構成され、地域における保健福祉上の諸課題を計画的・協働的努力によっ

て解決しようとする公共性・公益性の高い民間非営利団体で、「誰もが安心して豊

かに暮らせるまちづくり」を目的とした地域福祉の推進を使命とする組織です。

◆◆社社会会福福祉祉協協議議会会５５つつのの原原則則

①①住住民民ニニーーズズ基基本本のの原原則則

・・広広くく住住民民のの生生活活実実態態・・福福祉祉課課題題等等のの把把握握にに努努めめ、、そそののニニーーズズにに即即ししたた活活動動ををすすすすめめるる。。

②②住住民民活活動動主主体体のの原原則則

・・住住民民のの地地域域福福祉祉へへのの関関心心をを高高めめ、、そそのの自自主主的的なな取取りり組組みみをを基基礎礎ととししたた活活動動ををすすすすめめるる。。

③③民民間間性性のの原原則則

・・民民間間組組織織ととししててのの特特性性をを生生かかしし、、住住民民ニニーーズズ、、地地域域のの福福祉祉課課題題にに対対応応ししてて、、開開拓拓性性・・即即応応性性・・柔柔軟軟性性

をを発発揮揮ししたた活活動動ををすすすすめめるる。。

④④公公私私協協働働のの原原則則

・・公公私私のの社社会会福福祉祉おおよよびび保保健健・・医医療療、、教教育育、、労労働働等等のの関関係係機機関関・・団団体体、、住住民民等等のの協協働働とと役役割割分分担担にによよりり

計計画画的的かかつつ総総合合的的にに活活動動ををすすすすめめるる。。

⑤⑤専専門門性性のの原原則則

・・地地域域福福祉祉のの推推進進組組織織ととししてて、、組組織織化化、、調調査査、、計計画画等等にに関関すするる専専門門性性をを発発揮揮ししたた活活動動ををすすすすめめるる。。

社会福祉協議会とは？（略して 社協）

１６
16



17
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困った時には
まず社協にご相談ください！
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

２０

◆◆アルツハイマー病
進行する型の老人性認知症の病気の一つです。ドイツのアルツハイマー氏が発見したことからこの名前が付いています。

脳の萎縮などが起こり、記憶・判断力の減退、意欲の低下が次々に起こり、徘徊や同じ動作の繰り返しが現れます。はっきり

とした原因は未だに不明で、遺伝によるものもあるようです。

◆◆介護保険制度
介護保険制度は、老後生活最大の不安要因ともなっている「介護」を「社会全体」で支え合っていくことを目的として平成

１２年４月から施行され、最近では、平成２９年に改正されました。（自立支援・重度化防止に向けた保険者機能の強化等の

取組の推進、医療・介護の連携推進、地域共生社会の実現に向けた取組の推進、２割負担者のうち特に所得の高い層の負担割

合を３割とする、介護納付金への総報酬割の導入）

【【内内容容】】

市町村が保険者となり、６５歳以上（第１号被保険者）や４０歳～６４歳の人（第２号被保険者）と公費（税金）を財源と

して介護が必要になった被保険者に要介護度に応じた介護サービスを提供します。

介護サービス（利用限度額内）については自己負担額は１割となります。（所得に応じて２割負担となる場合もあります）

【【介介護護度度 】】 要支援 １・要支援 ２・要介護 １・要介護 ２・要介護 ３・要介護 ４・要介護 ５ の７区分

◆◆緊急通報装置
在宅で７５歳以上の一人暮らしの方や家族がほとんど家におらず、本人に疾病などがある一人暮らしに準ずる方が対象で、

事故や緊急を要する際に「緊急ボタン」か「ペンダント」を押すと異常事態を発信し受信センター（市との契約）を通じて消

防署や地域（近隣）の協力者に援助をお願いするシステムのことです。

◆◆ケアハウス（軽費老人ホームの一種）

厚生労働省が定める老人福祉法における軽費老人ホームの一種で、日常生活上必要な便宜を供与することを目的とした施

設です。自炊ができない程度の身体機能の低下があるか、高齢のため独立して生活するには不安があり、家族による援助を受

けるのが困難な６０歳以上（原則）の方が対象です。

◆◆高齢化社会
総人口に対する高齢者（６５歳以上）の割合（高齢化率）が、７％以上１４％未満を占めている社会のことです。

（（５５００音音順順））
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

２１

◆◆高齢社会

総人口に対する高齢者（６５歳以上）の割合（高齢化率）が、１４％以上になり、それが続いていく社会のことです。

◆◆超高齢社会
総人口に対する高齢者（６５歳以上）の割合（高齢化率）が、２１％以上を超えた社会のことです。

現在は、高齢者数が増加する一方で、子どもの数が減少していく『少子高齢社会』に突入しています。

◆◆小規模多機能型居宅生活介護
介護保険サービスの１つで、在宅で生活している人が、小規模な住宅型の施設への「通い」を中心に、自宅に来てもらう「

訪問」、施設に「泊まる」サービスが柔軟に受けられるものです。

◆◆ショートステイ（短期入所施設）
在宅で介護にあたっている家族の身体的・精神的負担の軽減、また家族が病気や冠婚葬祭、仕事、旅行などで一時的に介護

ができない場合などに、家族に代わって施設で介護を提供する短期入所サービスをいいます。

サービス内容として、食事や入浴といった日常生活全般の介護、機能訓練などがあります。

◆◆地域包括支援センター
地域における高齢者の①総合相談・支援 ②介護予防ケアマネジメント ③虐待の防止など高齢者の権利擁護を行うなど、

地域住民の心身の健康維持と生活安定のために必要な援助を行い、保健医療の向上・福祉の増進を包括的・継続的に支援する

ことを目的とする機関をいいます。

中央部北地域包括センター／中央部南地域包括支援センター／東部南地域包括支援センター／東部北地域包括支援センター／

西部地域包括支援センター／北部地域包括支援センター

◆◆デイサービス
福祉施設での通所サービスで、主に介護保険制度で要支援や要介護と認定された高齢者の方、在宅の高齢者の方を対象に自

宅への送迎を行い、各種のサービス（入浴・食事・日常動作訓練・レクリエーションなど）を提供し、生活の支援や、心身機

能の維持向上を図ることを目的にしています。

◆◆特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）
寝たきりや認知症高齢者の方で家庭で介護が受けれなくなった場合に入所し利用する施設をいいます。

（（５５００音音順順））
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

２２

◆◆高齢者虐待の防止、高齢者の擁護者に対する支援等に関する法律（高齢者虐待防止法）
高齢者虐待が深刻な状況にあり、高齢者の尊厳保持のため虐待防止を図ることが重要であったことから、虐待防止等に関す

る国等の責務、虐待を受けた高齢者の保護及び養護者に対する支援の措置等を定める。

高齢者虐待とは・・・①養護者による高齢者虐待 ②養介護施設従事者等による高齢者虐待

高齢者虐待の類型・・①身体的虐待 ②ネグレクト ③心理的虐待 ④性的虐待 ⑤経済的虐待

◆◆にこにこサポーター（総社市生活支援にこにこサポーター）
高齢者（要支援者など）が日常生活の中で、「ちょっと困っていること…」や「誰かといっしょならできる…」など、「豊

かな自立した生活」をお手伝いしてくださる応援団のこと（掃除・買い物・簡単な家事などのお手伝い）

◆◆認知症
後天的な脳の器質的障害により、いったん正常に発達した知能が低下した状態をいいます。認知症の原因となる主な疾患に

は、脳血管障害、アルツハイマー病などの変性疾患、ビタミンなどの代謝・栄養障害、甲状腺機能低下などがあります。

◆◆認知症カフェ
認知症の人と家族、地域住民、専門職等の誰もが参加でき、集う場のことです。

◆◆認知症サポーター
認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り、支援する応援者のことです。

◆◆ふれあいサロン
地域住民（例えば、一人暮らしや閉じこもりがちな高齢者など）が気軽に集まり、ふれあいを通じて、生きがいづくり・仲

間づくりの輪を広げる活動をいいます。

◆◆ホームヘルパー
訪問介護員ともいい、在宅で生活していくうえで、ケアプランに基づいて介護や介助、支援を必要とされる方のお宅を訪問

し、身のまわりのお世話や介護を行う人をいいます。（資格を要し、介護福祉士、ホームヘルパー１～３級取得者）

◆ケアマネジャー（介護支援専門員）
介護保険制度で、利用者の生活や介護に関する相談に応じるとともに、利用者の心身の状況等に応じ適切なサービスを利用

できるよう、市区町村、サービスを提供する事業所、施設などとの連絡調整等を行う人をいいます。

（（５５００音音順順））
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

２３

◆◆養護老人ホーム
身体もしくは精神上または環境（家庭的・住宅上・経済的理由）により、自宅での生活が困難な方が入所して生活援助を受

ける社会福祉施設です。（特に、住宅環境や社会環境などから在宅での生活が困難な高齢者が利用します）

◆ＳＳＯＯＳＳ（そうじゃ おかえり サポート）システム
総社市において、認知症高齢者等の方で、「SOSシステム」の事前登録をしている方が行方不明になった場合に、「そう

じゃメールマガジン」に協力登録している方にメールを一斉送信し、可能な範囲で捜索に協力していただくものです。

◆認知症事故救済制度
認知症の方が行方不明になった場合にメール配信を行う「SOSシステム」に本人登録された方を対象に、日常生活におけ

る偶然な事故によって、他人にケガをさせたり、他人の財物を壊したりして法律上の損害賠償責任を負った場合に、総社市が

契約者となり賠償責任保険に加入するものです。

◆ＡＡＣＣＰＰ（人生会議）
もしものときのために、本人が望む医療やケアについて前もって考え、家族等や医療・ケアチームと繰り返し話し合い、共

有する取組のことです。

◆成年後見制度
認知症の方、知的障がいのある方、精神障がいのある方など判断能力の不十分な方々に対し、財産管理や契約、法律行為な

どの支援をする制度です。この制度には2つの種類があります。

法廷後見制度・・・すでに判断能力が不十分な状態にある方を保護・支援する制度です。本人の判断能力に応じて「補助（

判断能力が不十分な方）」「保佐（判断能力が著しく不十分な方）」「後見（判断能力が欠けているの

が通常の状態の方）」の3つの類型が用意されています。

任意後見制度・・・現在、判断能力が十分な状態にある方が、将来に備えて利用する制度です。

◆フレイル
加齢とともに運動機能や認知機能が低下してきた状態。要介護に至る前の状態と位置づけられている。

◆６０歳からの人生設計所
シルバー人材センター内にあり、高年齢者の就労や創業、社会参加などの希望をお聞きし、それぞれのニーズを関係機関と

連携しながらマッチングのお手伝いをしています。また、高齢者雇用事業所や地域・社会参加活動の開拓も行なっています。

（（５５００音音順順））
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

２４

◆◆あいサポート運動

誰もが様々な障がいの特性、障がいのある方への必要な配慮などを理解して、障がいのある方に対してちょっとした手助け

や配慮などを実践することで、障がいのある方が暮らしやすい社会をつくっていくことを目的とした運動です。

◆◆グループホーム（共同生活援助）

知的障がい、精神障がい、身体障がいがある方が、「世話人」の支援を受けながら、地域のアパート、マンション、一戸建

て等で、複数で共同生活する居住の場です。（平成２６年４月１日からグループホームとケアホームはグループホームに一元化

されました。

◆◆障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）

障害者に対する虐待が障害者の尊厳を害するものであり、障害者の自立及び社会参加にとって障害者に対する虐待を防止す

ることが重要であること等に鑑み、障害者に対する虐待の禁止、国等の責務、障害者虐待を受けた障害者に対する保護及び自立

の支援のための措置、養護者に対する支援のための措置等を定める。

障害者虐待とは・・・①養護者による障害者虐待 ②障害者福祉施設従事者等による障害者虐待 ③使用者による障害者虐待

障害者虐待の類型・・①身体的虐待 ②ネグレクト ③心理的虐待 ④性的虐待 ⑤経済的虐待

◆◆障害者差別解消法

障害者差別解消法は、全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら

共生する社会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的として、平成2８年４月に施行されました。

◆◆障害者総合支援法

障がいのある方の日常生活および、社会生活の総合的な支援を図り、地域で自立した日常生活・社会生活を営むために支援

を行います。障がい者を対象としたサービス（介護給付・訓練等給付・地域生活支援）、障がい児を対象としたサービス（障が

い児通所支援・入所支援）、相談支援、地域生活支援事業があります（障がい者・児の対象に難病が加わっています）。

◆◆身体障がい者

身体障害者福祉法上の身体障害者とは、身体上の障害がある１８歳以上の者であって、都道府県知事（指定都市市長・中核

市市長）から身体障害者手帳の交付を受けたものをいいます。

（（５５００音音順順））
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

２５

◆◆自立支援サポートブック『よろしくね』

子どもの知っておいてほしい特性や接し方などを、担任の先生やボランティアといった子どもの支援者に伝えるためや生涯

にわたって必要となる記録を残すための冊子です。

◆◆精神障がい者

「精神障害者」とは、統合失調症、精神作用物質による急性中毒又は依存症、知的障害、精神病質その他の精神疾患を有す

る者をいいます。

◆◆総社市地域自立支援協議会

障がいのある方にとって住みやすい地域を構築するために、障がい福祉施設、障がい者（児）団体、ボランティア団体、民

生委員･児童委員、教育機関、行政などが情報共有や連携を図り、社会資源の開発・改善、支援などについて協議しています。

◆◆知的障がい者

知的障害者は、知的障害者福祉法上定義づけられていないが、平成１７年知的障害児（者）基礎調査において、「知的機能

の障害が発達期（概ね１８歳まで）にあらわれ、日常生活に支障が生じているため、何らかの特別な援助を必要とする状態にあ

るもの」とされています。

◆◆発達障がい

自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障がい

であってその症状が通常低年齢において発現するものとして政令で定めるものをいいます。

◆◆ヘルプマーク

義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、妊娠初期の方など外見から分からなくても援助を必要としている

方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを知らせることで援助を得やすくなるよう作成されたマークです。

◆◆ほっとパーキングおかやま

岡山県内で、障がいがある方や高齢の方、妊産婦などで歩行が困難な方に専用の利用証が発行され、車いすマークの駐車場

（身体障がい者等用駐車場）を優先して利用できるようにしている制度のことです。

（（５５００音音順順））
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

２６

◆◆子育てサロン

地域（集会所や公民館など）を拠点に、子育ての当事者の仲間づくりや情報交換の場として気軽に集える交流の場です。

◆◆こども食堂
地域のボランティア等が子どもたちに対し、無料又は安価で栄養のある食事や温かな団らんを提供する取り組みです。

◆◆児童虐待の防止等に関する法律

「児童虐待」とは、保護者がその看護する児童（１８歳未満）について行う次に掲げる行為をいいます。

①身体的虐待 ②性的虐待 ③ネグレクト ④心理的虐待

◆◆児童相談所
児童福祉法第12条に基づき、各都道府県に設けられた児童福祉の専門機関。すべての都道府県および政令指定都市に設置

されます。

◆◆認定こども園

認定こども園は、幼稚園と保育所の良い点を活かしながら、その両方の役割を果たすことができる新しい仕組みとして、

平成１８年１０月から運用が始まりました。

◆◆ファミリー・サポート・センター事業

乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の労働者や主婦等を会員として、相互援助活動に関する連絡・調整、病児・病

後児の預かり、ひとり親家庭等の支援等を行います。

◆◆保育所
日中就労等している保護者に代わって児童を保有することを目的とする施設であり、通所する児童の心身の健全な発達を図

る役割を有します。

◆◆要保護児童
要保護児童は、児童福祉法に基づいた保護的支援を要する児童で、児童福祉法第6条の3第8項に定義されています。

◆◆幼稚園
満3歳から小学校就学までの幼児を教育し、年齢に相応しい適切な環境を整え心身の発達を助長するための教育施設です。

（（５５００音音順順））
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

◆◆自助力

自分のことを自分でする力や、自らの健康管理（セルフケア）のことをいいます。

◆◆共助力

介護保険に代表される社会保障制度及びサービスのことです。

◆◆公助力

個人や周囲、地域あるいは民間の力では解決できないことについて、公共（公的機関）が支える力をいいます。

◆◆互助力

個人的な関係性を持つ人間同士が助け合い、それぞれが抱える生活課題をお互いが解決し合う力をいいます。

◆◆ご近助力

お互いに助け合う力の第一歩となる、まさにご近所同士がつながり・助け合う力をいいます。

◆◆小地域ケア会議

地域の方々がその地域の特性を活かして、より良い生活を送るためにはどうしたらよいかを話し合う場として、市内２１

か所で開催しています。

主な協議内容としては、①地域で支え合う仕組みづくり ②援助困難事例の検討 ③社会資源の情報集約及び提供 ④地域

が抱える問題の把握及び共有 ⑤新たなサービスの構築に向けての検討が挙げられます。

◆◆地域包括ケアシステム

援助が必要な人が、住み慣れた場所で安心して豊かに暮らせるよう支援するために、その人及びその家族を中心として、

地域住民・行政・専門職・事業者などが相互に連携してつくりあげる、早期発見・早期対応・ネットワーク形成、そして問題

解決・協議（サービス調整・地域組織化）等の機能を備えた総合的な地域の仕組みをいいます。

◆◆ふくしネットそうじゃ（総社市社会福祉法人社会貢献活動推進協議会）
市内に拠点がある社会福祉法人がネットワークを組み、社会福祉法人の”ちから“を活かし地域の課題解決することを目的

に組織された仕組みです。

（（５５００音音順順））
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 福祉用語の解説（用語の手引き）

◆◆社会福祉法
福祉サービスの利用者の利益の保護及び地域における社会福祉（「地域福祉」という）の推進を図るとともに、社会福祉

事業の公明かつ適正な実施の確保及び社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図り、社会福祉の増進に資することを目的と

している法律です。

◆◆生活困窮者自立支援法

働きたくても働けない、住むところがない、など生活全般にわたる困りごとへの支援を行っていく制度。

総社市では、市から社会福祉協議会が受託し、「生活困窮支援センター」を設置しています。

◆◆専門機関

福祉・保健・医療の機関のこと。福祉分野は、行政・福祉施設・社協などをいい、保健分野は、保健センター・保健所。

医療分野は、病院といった機関のことをいいます。

◆◆当事者

福祉分野においては、一人暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者などを示します。

また、共通の問題を集約し、当事者自らが福祉活動の担い手として行動する集団を「当事者組織」といいます。

◆◆ニーズ
「必要なもの」「欠けているもの」「差し迫った事態」などと訳され、『福祉ニーズ』という場合、社会生活・福祉面にお

いて充足されるべきことという意味で使われています。

◆◆ＮＰＯ

Ｎon-Ｐrofit Ｏrganizationの略で、ボランティア団体や市民活動団体などの「民間非営利組織」を広く指します。

株式会社等の営利企業とは違い「利益の追求ではなく、社会的な使命の実現をめざして活動する組織や団体」のことです。

◆◆ＱＯＬ

Quality of Lifeの略で、生活の質の向上の理念を意味しています。単なるサービスの提供だけでなく、その人の心の豊か

さへの支援が必要。“支援している人の表情を明るくしたい！” “生きる気力を支援する”ことなどです。

２９

（（５５００音音順順））
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